足利市建築行為等に係る道路後退用地の整備要綱

（目的)

第１条　この要綱は、建築行為に係る道路の後退用地の整備を行うことにより、生活環境の向上を図り、もって住み良い街づくりに寄与することを目的とする。

（定義）

第２条　この要綱において「道路」とは、建築基準法（昭和２５年法律第２０１号。以下「法」という。）第４２条第２項の規定に基づく道路その他市長がこれと同等と認めるものをいう。

２　この要綱において「道路の整備」とは、道路の後退用地を当該道路の既存部分と同様の形態にすることをいう。

（整備手続等）

第３条　市長は、道路と接する敷地の所有者又は占有者（以下「所有者等」という。）が法第６条第１項又は法第８８条第１項の規定に基づく確認申請書（以下「申請書」という。）を提出したときは、当該申請者に後退杭を無償で支給し、道路の整備の承諾を求めるものとする。この場合において当該後退杭を支給された者は、当該後退杭を速やかに設置するものとする。
２　前項により承諾した所有者等は、別記様式第１号による無償使用承諾書（以下「承諾書」という。）を市長に提出するものとする。

３　市長は、承諾書が提出されたときは、道路の整備の方法及び時期等について所有者等と協議するものとする。

４　道路の整備の開始に当たっては、事前に所有者等に連絡するものとする。

（無償譲渡）

第４条　市長は、第２条第１項に該当する道路の後退用地等については、無償譲渡を受けることができる。

（その他）

第５条　この要綱に定めるもののほか、必要な事項は別に定める。
附　則

この要綱は、昭和５８年４月１日から施行する。

